
総合診療医の産婦⼈科研修の
意義と問題点

学会での取り組み・恵那病院での取り組み
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正常妊娠・分娩はプライマリ・ケアか︖

uウィメンズヘルスケア（⼦宮がん検診、⽉経問題、
ワクチン、避妊教育・性教育、更年期症候群、萎縮
性腟炎、⾻盤性器脱など）はプライマリ・ケア︖

uマタニティケア（正常妊娠・分娩、産褥ケア）はプ
ライマリケア︖

u産褥メンタルヘルス、GDM（妊娠糖尿病）、社会的
ハイリスク⼥性・褥婦のケアはプライマリ・ケア︖



⽣涯教育委員会
重点項⽬ 産婦⼈科ハンズオンセミナー

A/BLSO:(Advanced/Basic Life Support in Obstetrics)
産科救急のみならず、産婦⼈科診療に継続して関わる

きっかけとしてのシミュレーションコース

PCOGプロジェクト
⼥性医療・保健委員会

⼥性医療・保健委員会/PCOG

セクシュアルヘルス委員会/PCOG



uALSO/BLSO
u⼦宮頸がん検診ワークショップ
uOC/LEP ワークショップ

OC : oral contraceptives (低⽤量経⼝避妊薬)
LEP : low dose estrogen-progestin (低⽤量エストロゲン・

プロゲストーゲン配合剤) 
uウィメンズヘルス・ブートキャンプ（秋季セミナー）
u更年期症候群対応セミナー
uお⺟さんお助け隊（夏季セミナー）
uPCOGフォーラム

活動



地域医療振興協会
総合診療産婦⼈科
養成センター
市⽴恵那病院
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市⽴恵那病院産婦⼈科（2024年度）
u産婦⼈科専⾨医 5 専攻医 0
u総合診療医産婦⼈科研修予定 3か⽉✖4名
u初期臨床研修産婦⼈科研修予定 2
u2023年度
内科専⾨医産婦⼈科研修 → 産婦⼈科専⾨医プログラム 1名
総合診療専攻医ブロック研修 2名（3ヶ⽉✖2）
u2017-2022年度
総合診療専攻医ブロック研修 12名（1-12か⽉）
救急専⾨医産婦⼈科研修 1名（7か⽉）



総合診療医︓研修内容
u主に外来研修︓不正出⾎、⽉経問題（過多⽉経、⽉経困
難症、PMS、⽉経不順、STI、更年期症候群、萎縮性腟炎、
⾻盤性器脱など

u細胞診（⼦宮頸部・内膜）、経腟超⾳波、IUS挿⼊など
u健診センターでの⼦宮頸がん検診
uマタニティケア（正常妊娠・分娩、産褥ケア、胎児超⾳
波）、GDM管理、産褥健診、両親学級（助産師）、⾚
ちゃん訪問（助産師）

u帝王切開、腹腔鏡⼿術の助⼿



研修⽬標と評価



専攻医年⽬
研修か⽉



専攻医4年⽬
研修3か⽉



専攻医3年⽬
研修3か⽉



専攻医2年⽬
研修3か⽉



専攻医3年⽬
研修2か⽉



専攻医4年⽬
研修3か⽉
その後も⽉1回婦⼈
科外来を担当



専攻医4年⽬
研修3か⽉



専攻医3年⽬
研修2か⽉



専攻医3年⽬
研修2か⽉



u⼥性のヘルスケアはプライマリ・ケアとして重要
u⽉経問題、更年期の問題、思春期のケア、産褥メンタルヘルス、
STI、社会的ハイリスク⼥性の健康問題、妊娠・出産、育児、⼦宮
頸がん検診、HPVワクチンなど、プライマリ・ケアとして重要な
問題

u⼥性のヘルスケアに関わる機会、研修、評価と認証（できれば）
u正常妊娠・産褥ケアなど、マタニティケアへの関わり（GDMフォ
ローアップやメンタルヘルスなど）

u分娩施設は集約化の⽅向に向かわざるを得ないが、地域でのマタ
ニティケア（妊婦健診含む）、⼥性のヘルスケアは集約化できな
い

今後の展望


